
各学年修了時に目指す　児童の情報活用能力系統表（仮）
R3.4

C：情報モラル

インプット（情報収集）

思考ツール

（関大ミューズ学習参照）

アウトプット方法

情報単元 前期単元 後期単元 収集 整理・比較

形成・発信・伝達・表

現・創造

フローチャート プログラミング体験

６

年

・ものの考え方、伝え方

・主張と事例

・情報と情報をつなげて

伝えるとき

・調べた情報の用い方

＜情報＞

主張と事例

＜情報＞

情報と情報をつなげて伝

えるとき

↓

わたしたちにできること

鳥獣戯画を読む

↓

＜情報＞

調べた情報の用い方

↓

日本文化を発信しよう

目的に応じて、表やグラ

フの種類を選択し、活用

することができる。

・必要な思考ツールを選

択できる力を育てたい。

相手や目的に応じて、自

分なりの理由を持ってア

ウトプットの方法を選択

する。

抵抗なく文字入力を行

い、推敲を行った文章を

作成することができる。

自分で必要な処理を考

え、それらを組み合わせ

てフローチャートを作成

する経験

マイクロビット（理科） ①写真を公開する前に

②自分と相手とのちがい

２

＋日常生活で必要に応じ

て

５

年

・つなげる、広げる

・原因と結果

・目的に応じて引用する

とき

・統計資料の読み方

＜情報＞

原因と結果

＜情報＞

目的に応じて引用すると

き

↓

みんなが過ごしやすい町

へ

固有種が教えてくれるこ

と

↓

＜情報＞

統計資料の読み方

↓

グラフや表を用いて書こ

う

自分の考えを伝えるため

のグラフを探したり、

作ったりする。

表す内容によって、適し

たグラフがあることを理

解する。

Pagesを活用してのデジタ

ルレポートの作成。それ

をもとにしたプレゼン

テーション体験

円滑にローマ字入力をす

る。

↓

入力した文章を推敲し、

必要に応じて段落を入れ

替えたりすることができ

る。

フローチャートによる違

いに目を向けて、より効

率よく処理できるフロー

チャートを考える経験

スクラッチ（算数） ①SNSからわかることは

②マンガをSNSにアップす

ると

③夜遅くまでのグループ

トーク

＋日常生活で必要に応じ

て

４

年

・分ける、くらべる

・考えと例

・要約するとき

・百科事典での調べ方

＜情報＞

考えと例

＜情報＞

要約するとき

↓

新聞をつくろう

世界にほこる和紙

↓

＜情報＞

百科事典での調べ方

↓

伝統工芸のよさをつたえ

よう

インターネットから文字

情報を集め、画像と併せ

て目的をもって利用する

ことができる。

・いろいろな単元で使用

したい。

Keynoteを活用してのプレ

ゼンテーション体験

（効果的に文字を表示す

るアニメーションの活

用。）

ローマ字入力をする。

↓

５分で３文程度の振り返

り文が入力できる。

繰り返し・条件分岐のフ

ローチャートを作成する

経験（必要な処理をみん

なで考えてから並べ替え

る経験）

マイクロビット体験 ②写真を送ってと言われ

たら

③これって悪口

＋日常生活で必要に応じ

て

３

年

・分ける　くらべる

・全体と中心

・引用するとき

・科学読み物での調べ方

＜情報＞

全体と中心

＜情報＞

引用するとき

↓

仕事のくふう見つけたよ

すがたをかえる大豆

↓

＜情報＞

科学読み物での調べ方

↓

食べ物のひみつを教えま

す

ほしい情報が書かれた書籍か

ら、必要なページを目次や索

引を使って開き、活用するこ

とができる。

インターネットを使って画像

を検索し、保存・利用するこ

とができる。

Keynoteを利用しての簡単

なプレゼンテーション体

験

（写真を貼る。写真の題

名を打ち込む）

かな入力も使いながら

３分で３０文字１文程度

の振り返り文が入力でき

る。

↓

ローマ字入力に慣れる

単純な繰り返し・条件分

岐のフローチャートを作

成する経験（必要な処理

を提示されて、並び替え

てフローチャートを作成

する）

ブロックリー

アワーオブコード

①自分と相手とのちがい

②使い過ぎていないかな

３

③ゲームの中の友だち

＋日常生活で必要に応じ

て

２

年

・じゅんじょ

・メモをとるとき

＜情報＞

じゅんじょ

＜情報＞

メモをとるとき

↓

こんなもの見つけたよ

おにごっこ

↓

＜情報＞

本での調べ方

↓

調べた遊びの紹介

ほしい情報が書かれた書

籍を図書室から探し、必

要なページを活用するこ

とができる。

・「同じ」「違い」に目

を向けてグルーピングす

る。

・物事や事象の「順番」

を意識する。

タブレットでアルバムに

整理した複数の画像を表

示させながら、その写真

についての説明や解説を

行う体験

画面に必要な文字を書き

こめる。

↓

かんたんな言葉をかな入

力する

分岐のないステップ

チャートから、必要に応

じて条件分岐のある

チャートを作成し、生活

の中で活用する経験

アルゴロジック ①友だちのまね

②るすばんをしていたと

きのこと

③ゲームソフトのかしか

り

＋日常生活で必要に応じ

て

１

年

同じ（共通）

ちがう（相違）

じゅんじょ（事柄の順

序）

くちばし どうぶつの赤ちゃん

↓

これは何でしょう

自分の調べたいことにつ

ながりのある本を図書室

探すことができる。

タブレットで画像を表示

させながら、その写真に

ついての説明や解説を行

う体験

画面に絵や文字を書き込

める。

事象を分解して、言語化

し、それを順番に並べて

可視化する経験

ステップチャート

コードモンキーjr ①生活を見直そう

②使い過ぎていないかな

１

③使い過ぎていないかな

２

＋日常生活で必要に応じ

て

国語、社会、総合 国語、社会、理科、総合 総合、生活科 国語、総合 算数、図工、体育 総合、算数、理科、家庭科、音楽 道徳、総合国語、総合

情報モラル

（久御山町の計画参照）

文字入力

B：プログラミング的思考の育成A：：情報活用能力の育成

国語科　情報単元とのかかわり プログラミング的思考の育成

使う思考ツールは６種

類

・比較（ベン図）

・分類する（Xチャート）

・つなげる（コンセプト

マップ）

・多面的にみる（ボーン

図）

・組み立てる（ピラミッド

チャート）

・評価する（PMIシート）


